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１．ダムの検証概要

個別ダム検証の進め方等

①有識者会議より「中間とりまとめ」公表

③検討主体による個別ダムの検証に係る検討

④検討主体から国土交通省へ検討結果の報告

⑤国土交通省による対応方針等の決定

◎有識者会議からの意見

◎国土交通大臣が再検討の指示又は要請
中間とりまとめから乖離した検討が
行われたと判断される場合

・既往計画の点検
・目的別の検討（洪水調節、新規利水、流水の正常な機能の維持など）
・検証対象ダムの総合的な評価
・対応方針の決定

・補助ダム（都道府県が建設するダム） →要請（平成22年9月28日）

・本年9月27日に有識者会議より「中間とりまとめ」が国土交通大臣に提出
・ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目が策定

再検証

・補助金交付等に係る対応方針を決定

②国土交通大臣が個別ダム検証に係る検討を要請

（1）検討の流れ
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個別ダムの検証に係る検討フロー（ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目による）

①検証対象ダム事業等の点検

②複数の対策案の立案

・最新のデータを使用し、各項目（総事業費，堆砂計画，工期，計画に利用したデータ等）の点検を実施する。

・ダムとダム案以外の案を立案する。
・各対策案は、流域と一体となった方策を組み合わせて立案する。
※有識者会議より２６の治水方策、１７の利水方策が中間とりまとめに明示されている。

③概略評価による対策案の抽出

・対策案が多い場合、２～５案程度に抽出する。

④対策案を評価軸ごとに評価
・対策案を様々な評価軸で検討する。
※有識者会議により治水で7項目、利水で6項目の評価軸が明示されている。

⑤総合的な評価
・目的別の総合評価を行った後、目的別の検討を踏まえて，検証の対象とするダム事業に関する総合
的な評価を行う。
・総合的な評価を行った結果を踏まえて、対応方針の原案を作成する。

⑥対応方針の決定及び検証結果の報告

①～⑤までを委員会
の場で意見・評価を行
います。

・委員会において作成した対応方針の原案に関して，事業評価監視委員会の意見を聴き，対応方針を決定する。
・国土交通大臣に検討結果を報告する。

②～④について
は、目的別（洪水調
節、新規利水、流
水の正常な機能の
維持など）に検討を
行います。

目的別の検討

１．ダムの検証概要
（2）検証に係る検討の流れ
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【ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目】に以下の治水の方策と評価軸が
示されています。

治水の方策（26方策）

1．ダム 14．雨水浸透施設

2．ダムの有効利用（再開発等） 15．遊水機能を有する土地の保全

3．遊水地（調整池）等 16．部分的に低い堤防の存置

4．放水路（捷水路） 17．霞堤の存置

5．河道の掘削 18．輪中堤

6．引堤 19．二線堤

7．堤防のかさ上げ（モバイル
レビーを含む）

20．樹林帯等

8．河道内の樹木の伐採 21．宅地のかさ上げ、ピロティ
建築等

9．決壊しない堤防 22．土地利用規制

10．決壊しづらい堤防 23．水田等の保全

11．高規格堤防 24．森林の保全

12．排水機場 25．洪水の予測、情報の提供等

13．雨水貯留施設 26．水害保険等

評価軸（7項目）

1．安全度（被害軽減効果）

2．コスト

3．実現性

4．持続性

5．柔軟性

6．地域社会への影響

7．環境への影響

１．ダムの検証概要
（3）治水の方策と評価軸
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【ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目】に以下の利水の方策と評価軸が
示されています。

利水の方策（17方策）

1．ダム 14．既得水利の合理化・転用

2．河口堰 15．渇水調整の強化

3．湖沼開発 16．節水対策

4．流況調整河川 17．雨水・中水利用

5．河道外貯留施設（貯水池）

6．ダム再開発（かさ上げ・掘削）

7．他用途ダム容量の買い上げ

8．水系間導水

9．地下水取水

10．ため池（取水後の貯留施設を含
む）

11．海水淡水化

12．水源林の保全

13．ダム使用権等の振替

評価軸（6項目）

1．目標

2．コスト

3．実現性

4．持続性

5．地域社会への影響

6．環境への影響

（4）利水の方策と評価軸

１．ダムの検証概要
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第２回検討委員会

第４回検討委員会

開 催 日：平成２２年１２月５日
議事内容
・公開規定、傍聴要領について
・ダムの検証概要
・庄原ダム事業の概要
・現地視察

開 催 日：平成２３年１月２８日
議事内容
・ダム事業の点検
・複数の目的別対策案の立案
・対策案に対する評価の考え方について

開 催 日：平成２３年３月１７日
議事内容
・パブリックコメントの意見
・対応方針の原案の作成

パブリックコメント（平成２３年２月２５日～３月１３日）

第３回検討委員会

開 催 日：平成２３年２月１４日
議事内容
・目的別対策案の評価
・総合的な評価による最適案の選定

１．ダムの検証概要
（5）検討委員会スケジュール
第１回検討委員会
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